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OSS デスクトップの普及についての一考察
翁 長 朝 英
要約 Linux 等の OSS デスクトップの普及の観点から，新しいパッケージ
管理ツールやアプリケーションの利用方法について考察している。OSS デス
クトップで採用されている従来のパッケージ管理ツールでは，ユーザーアプリ
ケーションのインストールにも管理者権限を必要とし，またアプリケーション
プログラムもシステムプログラムと同じ場所にインストールされる。ここでは，
ユーザー権限でアプリケーションがインストールでき，簡単にアプリケーショ
ンを利用できるツールについて検討している。OSS デスクトップが一般ユー
ザーにも広く利用されるためには，OSS 利用に関する情報提供やサポート環
境の充実とともに，このようなツールの普及も重要であることを指摘している。
キーワード OSS，デスクトップ，パッケージ管理
は じ め に
オープンソースソフトウェア（OSS）によるデスクトップ環境の普及を目指
して，近年様々な取組みが行われている
)
。日本 OSS 推進フォーラムでは，プ
ラットフォーム部会にデスクトップ普及に関するタスクフォースを設置し，
OSS デスクトップ利用の課題抽出や普及に向けた提言などの取組みを行って
いる
)
。また，自治体におけるOpenOffice.org の導入や iPedia による OSS アプ
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リケーションの情報提供などの取組みも行われてい
)
る
)
。
このように，自治体などでは OSS デスクトップやアプリケーションの導入
が進められているが，一般ユーザーも含めた OSS デスクトップの普及率は未
だに低い状況であ
)
る
)
。上述の提言にも記されているが，一般ユーザーによる
OSS デスクトップ利用の普及には，幅広いレベルのユーザーが利用できる操
作性とインタフェースの提供や多種多様なニーズに応えるアプリケーションの
ラインナップなどが重要である。
日本語環境も含めた操作性に関する技術的課題は，統合型デスクトップ環境
やデスクトップ利用を目的としたディストリビューションの開発によって解決
されつつある。例えば，Ubuntu ディストリビューションでは，「アプリケー
ションの追加と削除」ツールや Web を利用したアプリケーションのインス
トールなど，一般ユーザーでも扱い易いようなインストール方法の改善がなさ
れてい
)
る
)
。また，パッケージ管理システムのリポジトリには，様々なユーザー
アプリケーションが揃えられている。
しかしながら，このようなディストリビューションで採用しているパッケー
ジ管理システムは，ユーザーアプリケーションのインストールにも管理者権限
が必要である。また，従来の Unix 型のファイル配置がとられ，ユーザーアプ
リケーションもシステム領域と同じ場所にインストールされる。これは，一般
ユーザーには，インストールされたファイルの確認が困難なだけでなく，シス
テムの安定性や安全性の面からも好ましいとは言えない。さらに，一つのプロ
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グラムでは，異なるバージョンのプログラムをインストールすることができな
い問題もある。このように，一般ユーザーが種々のアプリケーションを手軽に
利用できる状況にはなっていないように思われる。
一般ユーザーも対象とした OSS デスクトップの普及には，様々なアプリ
ケーションを手軽に利用できるように，アプリケーションのインストールやア
ンインストールが容易にできることが重要である。また，GNUstep
	)
や ROX-
Desktop
10)
で取り入れられているアプリケーションディレクトリのような，より
分かり易いファイル配置も望まれる
11)
。さらに，システムの安定性や安全性を確
保することも大切である。
現在，このような観点から，新しいパッケージ管理ツールの開発が行われて
いる。Zero Install
12)
と Nix
13)
である。Nix はユーザーアプリケーションのみなら
ず，NixOS ディストリビューションのパッケージ管理ツールとして，システ
ムプログラムのインストールにも利用されている。また，パッケージ管理ツー
ルの範疇には入らないが，一般ユーザーがアプリケーションを手軽に利用でき
るように開発された，Linux 用のポータブルアプリケーションがある。これに
は RUNZ
14)
技術が利用されている。
本稿では，ユーザーアプリケーションのインストールや利用に関して，これ
らのツールを技術的側面から比較検討し，OSS デスクトップ普及の観点から，
一般ユーザーが手軽に利用し得るパッケージやアプリケーション管理ツールに
ついて考察する。さらに，ユーザーアプリケーションのインストールや利用方
OSSデスクトップの普及についての一考察（翁長) 3
	) GNUstep.org http://www.gnustep.org/
10) ROX Desktop http://roscidus.com/desktop/
11) 翁長朝英「オープンソースソフトウェアによるデスクトップ環境の開発」
『京都学園大学総合研究所』第	号，2008
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14) Hacktolive.org http://hacktolive.org/wiki/Hacktolive.org
法の技術的な方向性について考察する。
Ⅰ ユーザーアプリケーションの管理と利用
 Zero Install
Zero Install は，ROX-Desktop プロジェクトの一環として開発された技術で
ある。このツールを利用するには，zeroinstall-injector パッケージが必要であ
る。Debian や Ubuntu ではシステムのパッケージ管理ツールを用いてインス
トールできるが，リポジトリに入っているパッケージは古いバージョンのもの
である。最新版はダウンロードのページから利用可能である。また，他の
Linux ディストリビューションや BSD 系 OS でも利用できる。このツールの
インストールには管理者権限が必要である。
Zero Install 用のアプリケーションを利用するには，目的のアプリケーショ
ンのランチャ（launcher）を作成する。これは，ROX-Desktop と GNOME や
KDE などの一般的なデスクトップでは操作に多少の違いがあるが，ネット
ワーク上の各アプリケーションのページから，フィード（feed）と呼ばれるア
プリケーション情報が記述された URI（Uniform Resource Identifier）をアプリ
ケーション追加のアイコンやウィンドウにドロップして行う。まず，アプリ
ケーション情報がダウンロードされる。各プログラムには電子署名が施されて
いるので，その認証が行われる。一度署名が認証されると，次回からは同じ署
名の認証は行われない。続いて，アプリケーションと関連するライブラリがダ
ウンロードされる。
ランチャが作成されると，一般のデスクトップでは自動的にアプリケーショ
ンメニューに登録されるので，そこからアプリケーションを起動する。一方，
ROX-Desktop では，ランチャはアプリケーションディレクトリとしてユー
ザーのホームフォルダ内の Apps フォルダ等に保存するので，そこからアプリ
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ケーションを起動する。これらのアプリケーションの利用には，管理者権限は
必要としない。
ダウンロードされたプログラムは，ユーザーのホームフォルダ内の.cache/
0install.net フォルダに，アプリケーションディレクトリのように一つのフォ
ルダにまとめられた状態で保存される。保存するフォルダ名には，ハッシュ値
が使われ，各プログラム毎に固有の名前が付けられる。ハッシュ値の生成には
主に，SHA-1や SHA-1-NEWが使われており，16進数で40桁の名前になる。
このハッシュ値によって，同一アプリケーションであっても，異なるバージョ
ンを区別して利用することが可能となっている。
アプリケーションのアップデートや削除などの管理も，容易に行えるように
なっている。一般のデスクトップでは，管理用ツールを用いてグラフィカルに
行う。ROX-Desktop では，rox-filer から操作する。
 Nix
Nix は，nix.org で開発されている純関数型のパッケージ管理システムであ
る。このツールを用いてアプリケーションやライブラリなどのパッケージをイ
ンストールすると，各プログラムはアプリケーションディレクトリとして一つ
のフォルダにまとめられ，/nix/store フォルダに保存される。その際，フォル
ダ名には，パッケージ名やバージョン番号だけでなく，32桁のハッシュ値が付
与された名前が付けられる。これにはパッケージ間の依存関係の情報も含まれ
ている。これによって，一つのアプリケーションで複数バージョンの共存が可
能となる。
また，パッケージのインストールやアップデートの際，従来のパッケージ管
理ツールは，システムの状態を記録した設定ファイルを上書きする。しかしな
がら，Nix では，パッケージを記述している Nixエクスプレッションを既存の
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設定ファイルに追加して，新しい設定ファイルを生成する。この仕組みによっ
て，任意のシステムの状態にロールバックできる機能を実現している。
Nix パッケージ（nixpkgs）の管理ツールは Nixホームページのダウンロード
ページから利用できる。最新版は nix-0.13で，まだ開発版である。ソースの
みならず様々なOSやディストリビューションのバイナリが揃えられている。
これらのツールのインストールには，管理者権限が必要である。
アプリケーション等のパッケージのインストールは，コマンドラインから行
う。Nix パッケージのチャンネル内に，バイナリがあればそれがインストール
され，なければソースからビルドしてインストールされる。パッケージのイン
ストール，アップデートやアンインストールなどの操作によってシステムに変
更が生じる度に，新しい user-environment フォルダが作成される。このフォ
ルダには，これまでにインストールされた，/nix/store に保存されている各プ
ログラムフォルダ内のファイルなどがリンクされている。このフォルダにもハ
ッシュ値が付与されており，その時点でのシステムの状態を識別できるように
なっている。
????????????????????
?????????????????????
???????????????????????????????
???????????????????????????????
図 user-environment とプロファイル
矢印はリンクを示す。
また，これらの user-environment フォルダは，図に示してあるように，
プロファイルとして /nix/var/nix/profiles フォルダ内にリンクされ，まとめ
られている。デフォルトのプロファイル（default）は，通常その時点での最新
のプロファイルにリンクされている。プログラムの追加や削除などシステムに
変更が生じた場合は，新しく生成された user-environment フォルダへのリン
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ク（default-3-link）が作られる。そしてデフォルトプロファイルが，この新しい
世代のプロファイルにリンクされる。各プロファイルは世代と呼ばれる。
デフォルトプロファイルは，最終的にユーザーのホームフォルダ内の.nix-
profile フォルダにリンクされる。結果として, .nix-profile フォルダ内には，
bin や lib などのフォルダが作成され，これまでにインストールされたプログ
ラムの実行ファイルやライブラリなどがリンクされている。これらの実行ファ
イルやライブラリにアクセスできるように，PATHや LD_LIBRARY_PATH
環境変数を設定しなければならない。
この世代の概念によって，世代のロールバックや切替えが簡単に行えるよう
になっている。ロールバックには次のコマンドを使用する。
$ nix-env --rollback
これは，ユーザープロファイルのデフォルトを一世代後退したプロファイルに
リンクして行われる。任意の世代への切り替えは次のコマンドで行う。
$ nix-env -G［世代番号]
これは，指定された世代番号のプロファイルにデフォルトのプロファイルをリ
ンクして行う。
アプリケーション等のパッケージの削除についても工夫が凝らされている。
削除のコマンドが実行されると，そのプログラムが除かれた新しい user-
environment とそのリンクであるプロファイルが作成される。しかしながら，
パッケージ本体はそのまま残される。これは，ロールバックや他のユーザーの
プロファイルからの参照の可能性を考慮している。ガベージ・コレクタ
（garbage collector）のコマンドが実行され，このパッケージが他のプログラム
から参照されていないことが確認されたとき，パッケージはシステムから完全
に削除される。
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 RUNZ
アプリケーションを USB メモリなどの可搬媒体に入れ，そこから実行でき
るようにしたものが，ポータブルアプリケーションである。Linux 用のポータ
ブルアプリケーションを実現するつの技術として RUNZがある。これはア
プリケーションのインストーラとしても利用されるが，ここではポータブルア
プリケーションの利用方法について検討する。
RUNZ アプリケーションは，runz の拡張子をもつ ISO フォーマットのイ
メージファイルになっている。これは，CDや DVDと同じフォーマットであ
り，圧縮はされていない。ファイルの内容にアクセスするには，マウントの操
作が必要となるが，Unix系 OS では，通常ファイルシステムのマウントは管
理者権限で行うようになっている。RUNZでは，ユーザーでもマウントでき
るように，ユーザー空間でファイルシステムを扱うことが可能な fuse を利用
している。
RUNZアプリケーションの実行には，RUNZフレームワークが必要である。
これはシステムツールとしてインストールするので，管理者権限が必要である。
RUNZアプリケーションには，GUIツールキットとして GTK +や Qt が使用
されている。そのため，このアプリケーションを利用するには，あらかじめこ
れらのツールキットもインストールする必要がある。
具体的なアプリケーションの実行方法は，以下の通りである。
⑴ ファイルブラウザから，目的の runzファイルをダブルクリックする。
⑵ runzファイルが /tmp/runz_USERNAME/mounted フォルダにマウン
トされる。
⑶ マウントされたフォルダ内の autorun スクリプトが実行される。このス
クリプト内には，アプリケーションの起動コマンドが記述されており，目
的のアプリケーションが起動する。
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⑷ アプリケーションを終了すると自動的にアンマウントされる。
runzファイルがマウントされる前に，セキュリティに関するダイアログが表
示される。これら一連の処理は，RUNZ フレームワークの runz と runz-
launch シェルスクリプトによって行われている。
ライブラリへのアクセスが必要な場合は，LD_LIBRARY_PATH環境変数
にライブラリの場所を設定しなければならない。これは runzファイル内のア
プリケーション起動スクリプト内で行われており，ユーザーが設定する必要は
ない。
ポータブルアプリケーションでは，アプリケーションの設定ファイルもアプ
リケーションと同じ場所に置かれることが望まれる。RUNZ では，アプリ
ケーションと同じ場所に runzフォルダがあれば，そこに設定ファイルを格納
するようになっている。しかしながら，設定ファイルをユーザーホームフォル
ダに格納するアプリケーションもある。
Ⅱ 考 察
ここでは，前章で取り上げたつのツールの特徴について考察する。
従来のパッケージ管理システムにはない，Zero Install と Nix に共通の特徴
として，
・ユーザー権限でインストールが可能
・同一アプリケーションで複数バージョンが利用可能
な点が挙げられる。また，Zero Install の特徴として，アプリケーションのイ
ンストールやアップデート等すべての操作が GUIで行えることが挙げられる。
特に，アプリケーションのインストールが，ネットワーク上にある URIをウ
ィンドウやアイコンにドロップするだけで行えるのは，Zero Install の優れた
特徴である。
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Nix の他のツールにない優れた特徴として，世代の概念がある。これによっ
て，世代のロールバックや任意の世代への切替えが容易に行え，システムの状
態を簡単に変更することができる。また，アプリケーションの削除の方法にも
工夫がなされ，より安全なアプリケーション管理が可能である。しかしながら，
現バージョンにおける Nix の操作はコマンドラインから行うようになってお
り，GUI操作が強く望まれる。
また，本稿ではアプリケーションの手軽な利用という観点から，Linux 用の
ポータブルアプリケーションを実現するための RUNZ技術についても検討し
た。RUNZアプリケーションの利用における大きな特徴は，インストールの
操作がいらない点である。任意のフォルダに runzファイルを置き，これをダ
ブルクリックするだけでアプリケーションを起動し利用することができる。こ
の技術は近年開発が始められたところであり，まだ利用可能なアプリケーショ
ンの数も少ないが，利用の手軽さから今後普及するであろうと期待される。
RUNZと類似した技術に Splashtop
15)
がある。これは，ネットブック PC に主
に採用されている技術である。Splashtop では，アプリケーションを squashfs
ファイルシステムとしてつのイメージファイルにまとめ，これをシステムの
起動プロセスの中でマウントして利用する。squashfs のイメージファイルの
マウントには管理者権限が必要である。
このように，ファイルシステムを用いた新たなアプリケーションの利用方法
は，今後さらに普及するであろうと思われる。しかしながら，これには最近開
発された技術が取り入れられており，問題も見受けられる。特に，squashfs
の場合は，ファイルシステム作成ツールのバージョン間に互換性がなく，ファ
イルシステムのマウント時にエラーが起き易いという問題がある。
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15) DeviceVM http://www.splashtop.com/index.php
お わ り に
本稿では OSS デスクトップ利用の普及の観点から，ユーザーアプリケーシ
ョンを手軽にインストールし利用するためのツールについて考察した。
これまでにも多くのツールが考案されているが，このようなツールには新し
い技術が取り入れられており，これらの技術の普及も OSS デスクトップ普及
の大きな要因となっている。
また，本稿で検討したツールは，それぞれに固有な特徴を有している。これ
らのツールが，今後一般ユーザーにも広く利用され普及するためには，より簡
単にアプリケーションを実行できることが重要であろう。
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